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修士論文要旨
【問題】
　様々な事業が展開されてきたが（東，2010）、近年の研究
では、研究者と他の研究機関との連携による不登校支援に
関する研究はあまり見られない。不登校支援の場が拡大す
るにつれ、連携は疑いのないあるべき形であり、求められ
る支援方法のあり方として論及される傾向が強くなった。
一方、保坂（2002）は不登校研究をめぐる課題の一つとし
て、不登校の実態を正しく把握するための学校環境に関す
る実証的研究の不足を指摘している。本研究は、実践的立
場から学級担任と学生サポーターとの協働により不登校へ
の予防的対処を実践し、その有効性を明らかにしたい。
【研究目的】
　教師と学生サポーターとの協働による児童への個別の対
応が不登校に関連する要因にどのような影響をもたらすの
か明らかにする。
【研究方法】
　埼玉県内小学校５年生１クラス、学級担任（男性教職経
験年数31年）を対象とし、４月から７月までの期間の授業
をビデオ撮影。４月、５月、６月、７月の計４回、①児童
の自尊感情調査（山本・松井・山成、1982）、②児童と教師、
学生サポーターとの心理的距離の調査を行った。
【結果と考察】
（１）教師の働きかけの特徴と変容
　ビデオのカテゴリー分析の結果、教師は数秒から長くて
も数分で個別支援を行い、より多くの児童に対応していた。
教師の働きかけは、「婉曲的な禁止」あるいは「誘導的な禁
止」から、「命令的な禁止」へと学年当初から５月にかけて
変化した。
（２）学生サポーターの働きかけの特徴と変容
　同様に、ビデオのカテゴリー分析の結果、学生サポーター
はひとりの児童に数分以上つきっきりで対応することが
多々あり、『指摘・示唆』にとどまらず、『発問』を多く用
いていた。また、説明にはメモなどを用いて図や式を書き
ながら支援を行うという特徴がみられた。学生サポーター
の働きかけは、『発問』『提案』『指示』『賞賛・励まし』が
主であったが、６月になり初めて『指摘・示唆』がみられた。
（３）教師と学生サポーターの働きかけと自尊感情の変容
　教師と学生サポーターの働きかけにより、４月段階で自
尊感情の低く、学力の低い児童の得点が上昇した。一方、自
尊感情は低いが学力には問題のない児童の得点は変化しな
い、または下降した。授業内における『賞賛・励まし』な
どの情意的な働きかけだけでは自尊感情の低い児童への支
援として不十分であることが示唆された。
（４）全体的考察：教師と学生サポーターの協働関係
　教師と学生サポーターがミーティングを通して相互に情
報のやり取りを行ったことで、共有する情報量が増え学年
当初大まかな役割分担から、それぞれの役割が明確化した。
しかし、この役割分担は、学生サポーターでは対応が困難
という教師の判断に基づいていた。教師の働きかけにおい
て、５月以降「命令的な禁止」がみられたことから教師の
働きかけは学級の規範に児童をしたがわせるという方向で
あったと考えられる。また、教師の支援した２名の児童と
の心理的距離は、教師とは学生サポーターより遠かった。そ
して、教師が支援した児童２名とも自尊感情がかえって低
下した。以上より、学級の規範の確立という教師の考えが
強く反映したことが教師児童関係を十分考慮しないことに
なり、不登校の指標としての自尊感情への有効な働きかけ
にはならなかったと考えられる。それ故、協働にはより多
面的な児童への働きかけが求められるだろう。
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表１　教師と学生サポーターの働きかけの分析カテゴリー
発問 児童に対して発問する。
提案 児童に対して提案する。
指示 児童に対して指示する。
指摘・示唆 児童の誤りを指摘・示唆する。
賞賛・励まし 児童を褒める。励ます。
追加 児童に対して別解を示す。
児童を直接的に注意してやめさせる。
（命令的な禁止）
児童に問いただし注意してやめさせる。
（誘導的な禁止）
児童を遠まわしに注意してやめさせる。
（婉曲的な禁止）
禁止
 
